






唇顎口蓋裂患者においては,上顎前歯の舌側傾斜が著しい場合が多く,それが上顎骨の劣成

長と相相俟って顕著な反対咬合をひきおこし,咀しゃく障害の原因となっている。この上顎

前歯の舌側傾斜は,口唇形成術後の瘢痕による上口唇の緊張と何らかの関係があることが

示唆されている上,反対咬合の著しい程咀しゃく障害は大きいと考えられる。 


